National Science Museum 


国立 科 博 専 報 , (11), 197842124208 
小笠 原 諸島 産 カタ マイ マイ 属 内 類 の 種 分 化 


D aS 


MINATO, Hiroshi*: Speciation of the Genus Mandarina from 


the Ogasawara Islands (Pulmonata, Camaenidae) 


小 等 原 諸島 に は 多く の 特異 な 陸 産 由 類 が 分 布 し , それ ぞ れ が 島 や 地域 ど と に 種 分 化し て いる と と で 知ら れ 
て いる . し か し , 最近 まで 解剖 知見 な ど に よる 類縁 関係 の 考察 が ほとんど 行なわ れ て いな か っ た . 筆者 は 
1973 年 (昭和 48 年 ) 7 一 8 月 と 1977 年 (昭和 52 年 ) 6 月 小笠 原 諸島 の 父島 , 母島 に 滞在 し て 資料 の 収集 を 行 
な っ た の で , 本 報告 で は ナン バン マイ マイ 科 Camaenidae, カタ マイ マイ 属 Mandarina | に つい て 報告 する . 
資料 は 自身 の 採集 の 他 に , 国立 科学 博物 館 所 蔵 標本 (NSMT-Mo), 黒田 徳 米 博士 所 蔵 標本 , 楠 井 善久 氏 提 
供 標本 な ど を 使用 し て 検討 し た . 1977 年 の 調査 は 国立 科学 博物 館 「 日 本 列島 の 自然 更 科 学 的 総合 研究 ]」 の 一 
環 と し て の 小 等 原 諸島 の 調査 で あっ た が , 調査 の 研究 の 機会 を 与え られ た 国立 科学 博物 館 , 現地 に お いて 資 
料 採集 に ど 協 力 い た だ いた 回 館 植物 研究 部 の 柏谷 博之 博士 , 標本 の 検討 の 機会 を 与え られ た 黒田 徳 米 , 波 部 
忠重 両 博士 , また 以前 に 在 島 され て いて 資料 を 提供 され た 村井 善久 氏 に 感謝 の 意 を 表す る . 


Camaenidae ナン バン マイ マイ 科 
Genus Mandarina PriLsBRy、1894 カタ マイ マイ 属 


Mandarina PiLssry, 1894, Man. of Conch., (2), 9: 214 (Type species, Helix mandarina SOWERBY, 
Original designation). 
Boninia PILSBRY, 1901, Ann. Mag. N.H., 7, 8: 4. 

( 定 義 ) : 殻 は 中 型 で 堅固 , BORD CIRM. LILIA LTS BOD OW TWS EOE CZ X 
(CES. 殻 は 赤褐色 で , 通常 色 帯 を 有する が , 時 に は 欠く . 生殖 器 の 雄性 生殖 部 に 陰茎 外山 と 圭 状 維 を つけ 
る が , 陰茎 付属 肢 を 欠く . 

分 布 tok ES GIBI, 父島 列島 , 母島 列 鳥 ) 

小笠 原 諸島 産 カ タマ イマ イ 属 Mandarina の 種 の 検索 表 
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4. BIBI C, 殻 表 に と ま か い 上 螺 状 脈 が あっ て 光沢 が 鈍い . 樹 上 性 . Bee 
IRE M. hahajimana PILSBRY 
RINE. BISA) PE CIUR OS. 色 帯 は な い . BLEUE, 父島 …………………… 
Mh mese e senes] seem] E mese ses esee sets sese esse inne M. suenoae n. sp. 
59: Rey Hi 25 ane) p eS Eh squared aS eat oma ec cid bd 6 
BHIOOE C, EHE 35 mm dU 6 E eere herede dou de ade E REL i AE RE dee a bu th 7 
6. 体 層 周縁 は 円 く > 色 帯 が な い , yu EM M. hirasei PILSBRY 
体 層 周 緑 に 竜 角 が ある . 色 帯 が な い . Big eee M. exoptata PILSBRY 
7. 体 層 周 緑 が 円 い . 父島 , 南島 ( 半 化 石 ) BS M. luhuana (SOWERBY) 
体 層 周縁 に 著しい 竜 角 が ある . 父島 ( 半 化 右 ) ………ーー ド ーーーーーーーー M. pallasiana (PFEIFFER) 


Mandarina mandarina (Sowrrsy, 1839) 
カタ マイ マイ 
(Figs. 1,2; Pl. 3, figs. 3-7) 


Helix mandarina SOWERBY, 1839, Zool. Beechey's Voyage., 143, pl. 34, fig. 2; pl. 38, fig. 3 (Loo 
choo) 

Helix mandarina: PiLsBRY, 1890, Man. of Conch., (2), 8: 124-125, pl. 31, fig. 32. 

Mandarina mandarina var. conus PiLsBRY, 1902, Nautilus, 18: 6 (Imotoshima, Ogasawara) 

Mandarina mandarina var. trifasciata Pitspry, 1903, Nautilus, 16: 137, pl (unnumbered), fig. 7 
(Nakanojima, Japan) 

Mandarina mandarina: Emura, 1943, Venus, 13: 34-38; Kurona & HaBz, 1949, Helicacea (か た つむ り ), 
61, pl. 1, fig. 5, text-fig. 25 (Chichijima); HrRAsE & (TAkr), 1951, 天然 色 写真 版 「 日 本 貝類 図鑑 
pl. 125, fig. 11 (Chichijima); HrRAsE & (Kuropa), 1955, 改訂 増補 ・ 日 本 動物 図鑑 , 1044, fig. 2952; 
奥谷 ・ 波 部 , 1975, 学研 中 高生 図鑑 TAJ, II 53, 197. 


R 殻 (Pl.3, figs. 6-7) : HIS, 球状 が か っ た 円 雛形 で , 螺 塔 は 高まり 鈍 形 で ある . 膳 孔 は 厚い 滑 層 
に お お われ て 閉じ る . REO. 殻 色 は 濃 赤 礼 色 で 体 飛 周縁 に 濃 礼 色 の 3 本 の 色 帯 を めぐ ら す が , 中 の も 
の は 一 番 細 い . また 色 帯 の 上 下 は 淡い 黄 福 色 帯 に よっ て 縁 ど られ て いる . 殻 表 は むし ろ 荒 い が , KUNA 
縁 が 走る . 縫合 は よく 発達 する . HOLME CMA, 成長 し た 個 休 に お いて その 帝 口 縁 は 多少 反 曲 する . 
xcu EET. 体 層 の 周縁 は 円 い . 

生殖 器 (Fig.1) : 細い 輸 精 管 Cdp) は 長く の び て , や が て 太い 陰茎 (ep) ICES. 輸 精 管 が 陰茎 に 移行 
FONE SEDER HERE A) BOOS. 陰茎 は 輸 精 管 よ り も 太く , ER (ps) と の 境 近 くに 陰 革 牽引 
fh (rm) が 付着 する . 陰茎 端 は 陰 共 より も 太く な っ て 区 別 は 明 喧 で ある . そし て 長く 一 様 の 太 き で の び て 
生殖 に の び て い く が , 生 殖 口 近く に な っ て 筋肉 質 の 厚い 陰茎 外形 (os) を か ぶる . IE (vg) は 多少 肥厚 す 
5. RRE (st) は あま り 肥 厚 せ ず , RORI TEL OUG, 先端 に 卵 形 の 褒 部 (rs) を つけ る . 

剖 見 個体 の 産地 と 個体 数 : 小 等 原 諸島 父 鳥 南 崎 (1977 年 6 A220, 筆者 採集 , 10 個 体 ) 

分 BRN, 父島 列島 , 母島 列島 

備 考 : 本 種 は カタ マイ マイ 属 Mandarina の 検 式 種 で 広く 分 布 す る . 各所 で オカ ヤドカリ Coenobita 
cavipes の 入っ た 遇 殻 や 死 殻 を 拾う こと が 出来 る が , 生 上 中 が 少な い . 1977 年 の 調査 で 父島 で 2 カ所 ( 夜 明 山 , 
MR) 母島 で 1 ヵ所 (評議 平 ) の 計 3 カ所 で 生 由 を 多数 採取 し た の で , NENA, 生殖 器 を 検討 する 
と と が 出来 た . SES O ATOM (貝殻 , 生殖 器 ) は 上 述 の 通り で ある が , 他 の 個体 群 に つい て の 知 
見 を 記録 し て お きた い . 夜 明 山 の 個体 菩 は 内 殻 が 大 きく , 最大 殻 径 29.3x 最 大 殻 高 23.3 mm T, Ub SH 


NII-Electronic Library Service 


National Science Museum 


|\ SRR BE 2 Av 4 cv BAMORAIL 39 


第 1 表 . 父島 , 母島 に お ける カタ マイ マイ の 殻 径 ・ 殻 高 の 比較 . 


Table 1. Comparison of diameter and height of shells of Mandarina mandarina in Chichijima 
and Hahajima (in mm). 


ia 


ME Average Maximum Minimum 
iine diameter | height | diameter | height ediameter | height 
Mr 23.5 19.2 26.0 20.8 20.6 17.2 
M(Chintijime) | 27.7 21.0 | d | 23.3 dq 260 19.4 
ER UR 25.0 19.9 22.2 22 | m4 18.0 
eru 20.1 17.7 a. 市 ise E 486 16.9 


PO IER ARICA THORRE ODL, 他 は 赤褐色 で ある . 父 の 南 崎 産 と 母島 評議 平 産 の 個 
APOE UORMPSE, まっ た く 同 一 形態 に 属す る が , 生殖 器 系 の 雄性 生殖 部 に 二 , 三 の 相違 点 が あ 
る . すなわち 上 述 し た 南 崎 産 と ちがっ て 評議 平 産 は , 0) 陰茎 輔 の 中 程 の が 著しく 細 ま る と と , (2) BEA 
団 が より 著しく 肥厚 する と な ど 隔 離 じ に よる 竹内 の 分 化 の きざし が 認め られ る (Fig. 2). また 母島 沖 村 の 石灰 
岩 地 の 個体 は 小形 で ある . Prrsssy (1903) が 記載 し た コシ タカ カタ マイ マイ conus (Pl. 3, fig. 3) ミス ジ 
カタ マイ マイ trifasciata (Pl. 3, fig. 5) の 両 変種 は カタ マイ マイ M. mandarina の 種 内 変異 の 離島 型 と 考え 
る . 


Mandarina ponderosa PıLssry, 1901 
ヌ ノ メカ タマ イマ イ 
(Pl. 3, figs. 8,9) 
Mandarina mandarina var. ponderosa Pitsnry, 1901, Proc. Acad. Nat. Sci. Phila., 53: 402-403 (Ogasa- 
wara) 

EE (PL. 3, figs. 8-9) : 殻 は 円 雛形 で 重厚 , 堅固 . BERRET, WEDI © IATL IS RERE 
を 呈す る . 膳 孔 は 厚い 滑 層 に よっ て お お われ て 開か な い . 体 層 の 周縁 は 明らか に 角 ば る . 殻 表 は 成長 派 と 螺 
状 脈 と 交わ っ て 布目 状 に な る . MARTE. 殻 口 は 亜 円 形状 で , 殻 口 縁 は 白色 で 厚く , 成長 し た 個体 に あっ 
て は 外 居 は 反 曲 する . 螺 届 は 6# 層 . 

分 布 : 母 島 ( 堺 ヶ 岳 一 石門 山 ) 

JE E: 本 種 は 模式 種 カ タマ イマ イ M. mandarina に 比べ て , (1) (AFBIC HAIRS HEAT SCE, (2) um 
表 が 布目 状 に な る と と を 特徴 と する . PrrssRy (1901) は 本 種 の 記載 に あたっ て , 産地 を 小 等 原 と し て いる だ 
け で 詳し い 産地 を 明記 し て いな い が , 筆者 は 母島 堺 ヶ ケ 岳 と 石門 山 の 山 道 で 若干 の 死 殻 標本 を 得 た ( 生 具 は 未 
採集 に つき 生殖 器 は 未 検 ). 20 個 体 に よる 平均 殻 径 は 23.6 mm, 平均 殻 高 17.6 mm で ある が , 最大 殻 径 
25.6 mm, BARES 20.7 mm で あっ た . 母島 北部 の 狭い 地域 に 特に 種 分 化し た も の で あろ う ・. 


Mandarina hahajimana PiLsBRY, 1902 
ヒメ カタ マイ マイ 
(Fig. 5; Pl. 4, figs. 3,4) 


Mandarina mandarina var. hahajimana Pitspry, 1902, Proc. Acad. Nat. Sci. Phila., 53: 29 (Sekimon- 
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zan, Hahaijma—Mr. S. Yosurwana); (Hajhaima—Mr. Y. HIRASE) 

R Ri (PL 4, figs. 3,4) : 本 種 は 低 円 雛形 で 本 属 の 中 で は 小形 , RELO & OU cas. mid 
HEC, 通常 周縁 を は さん で 二 本 の 赤褐色 帯 を めぐ ら す が , 時 (に は 周縁 の 上 の 一 本 の 場合 も ある . 二 本 の 人 色 
常 の 場合 は , 周縁 上 部 の 色 帯 の 方 が 太い . また 時 に は 色 帯 を 欠く 個体 も ある ( 生 由 13 個体 中 1 個体 ). 体 層 
周縁 に は か すか な 角 を 認め る と と が 出来 る が , ほとん ど 円 い . 螺 層 は iJ. 殻 表 に は 光沢 が 少な く , Rie 
細か い 螺 状 脈 を めぐ らし て いる . Stel ics s. 殻 口 は 半 円 形 で , 殻 口 縁 は 厚く な っ て 反映 する . Ng 
域 は 滑 層 に よっ て ほとん ど お お われ る が , 膳 孔 は 裂 状 に 小さ く 開 く . 

生殖 器 (Fig. 5) : 両性 輸 管 Ccd) か ら 分 岐 し た 細長 い 輸 精 管 (de) は 太い 陰茎 (ep) 移行 する . WAR 
a (fü) は 輸 精 管 が 陰茎 に いた る と と ろか ら 出 て いる が , K 3 mm と 短 太 で 曲 る . BLAMED DOR 
の 始 端 部 で は 太い が , や が て 細く な り , 一 様 の 太 さ で の び て 陰 茎 輌 Cps) に 入る . SEAM (rm) IRE 
の 終端 部 近く に 付着 する . CREME LD OAS, ERM (os) に 入る 近く で は や や 細 ま る . 筋肉 質 の 
陰茎 外 輔 は 短 太 で 肥厚 する . Ei (vg) は 長 さ 約 5-6 mm ほど で ある が , 基部 が 肥厚 し な く て 一 様 の 太 さ で 
の びる 受精 衰 柄 部 (st) を 分 岐 さ せる . そし て 先端 に 衣 を つけ る . 

判 見 個体 の 産地 と 個体 数 : 母島 堺 ヶ 岳 (1977 年 6 月 15 日 , 筆者 採集 , 10 個体 ) 

備 考 : 本 種 は 樹 上 性 で , ツル ダコ Freycinetia boninensis な どの 樹幹 で 採取 する と と が 出来 た が , PEE 
で ある . HA, 死 帝 を あわ せ た 20 個 体 の 殻 の 計測 (に よる と , 平均 殻 径 15.9 mm, EHE 13.7 mm, BK 
HE 22.0 mm, 最大 殻 高 15.7 mm, 最小 帝位 17.0 mm, 最小 殻 高 12.0 mm CHS. XO 
^P (4943) に よっ て , 母島 産 4 個体 に よっ て な され た が , カタ マイ マイ M. mandarina と 大 差 が な いと し 
て いる . 芋 者 も 陰茎 症 以 外 に 差異 を は と ん ど 感 じ て い な い . 


Mandarina suenoae n. sp. 
キノ ボリ カタ マイ マイ (新種 , 新 称 ) 
(Fig. 3, pl. 4, figs. 5, 6) 


R șa (PI. 4, figs. 5,6) : 殻 は 本 属 に あっ て は むし ろ 小 形 に 属す る が , MA LIC iB BG OE UU 21 
mm (CEL, 堅固 で 円 雛形 状 を 示し , BECIS ARILD. BRAVE CHL CORR DAD, オリ 
ー プ 色 を 呈す る が , 通常 色 帯 を と も な わな い . し か し 稀 に 体 層 周 縁 の 上 下 に 色 帯 を も つも の も ある . WIE 
OFC, 螺 管 は ゆる や か に 増大 する . 体 層 の 周縁 に は か すか な 角 を 有する . 胎 殻 は 13 届 で 平滑 で ある . I 
品 は 卵 形 . 外 情 は 白色 で 厚く な り 拡 が る . 殻 軸 は 短 か く て 多少 幅広 く な る . 膝 孔 は 反 曲 し た 殻 軸 に よっ て 多 
少 お お われ る た め , ひじ ょ うに 小形 で ある が 深い . 

生殖 器 (Fig. 3): JE (vg) に そっ て 細く の び た 輸 精 管 Cde) は 生殖 口 近く で 付着 する が , 再び は な れ て 
陰茎 (ep) (CA S. HERG (8) は 短 か い . 陰茎 は 輸 精 管 が 移入 し た 部 分 は や や 肥厚 し て 太い が , その 後 一 
様 の 太 さ で の び , KORE (ps) と の 境 近く で は 陰 菜 牽引 筋 (zm) を つけ る . RIERA TE RE 


Figs. 1-5. Genitalia. Scale—5 mm 
1,2, Mandarina mandarina (SowsnBv, 1839) 72 カタ マイ マイ (1- Minamizaki, Chichijima; 
2- Hyogidaira, Habajima); 
3, M. suenoae n. sp. キノ ボリ カタ マイ マイ (Mt. Cyuozan, Chichijima): 
, M. hirasei PrLsBRy, 1902 アナ カタ マイ マイ (Mt. Mikazuki, Chichijima); 
, M. hahajimana PILSBRY, 1902 ヒメ カタ マイ マイ (Mt. Sakaigadake, Hahajima). 
ag, albumen gland (卵白 腺 ): de. vasdeferens (WE); ep. epiphallus (陰茎) : 
fl. flagellum GE ik 232 ; h. hermaphroditic duct (両性 管 ): os. outersheath (陰茎 
AHH); od. oviduct ( 輸 卵 管 ) ps. penis sheath (IÆ #4) ; rm. retractor muscle of 
penis (陰茎 牽引 筋 ): rs. receptaculum seminis CZES3E) ; st. stalk of receptaculum 


seminis 〈 受 精囊 柄 部 ) ; vg. vagina. (f£) 


na 二 
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Figs. 1-5 
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(os) の 境 へ 向っ て や や 細 ま る が 長い , 腔 は や や 太く て 長く , BE DRIK (I DIRO SRE RA Ey 
きせ て いる が , 先端 に 大 きい 論 部 を つけ る (7 mosca). 

測 定 : 帝 高 16.4 mm, (E 19.1 mm (模式 標本 : 国立 科学 博物 館 所 蔵 NSMT-Mo 56630) 
ii 15.4 mm. HE 18.0 mm ( 副 模式 標本 No. 1 国立 科学 博物 館 所 蔵 NSMT-Mo 54967) 

毅 高 18.2 mm, W% 21.0 mm 〈 副 模式 标本 No.2: 湊 ‘EAT No 20352) 

毅 高 16.3 mm, FE 20.0 mm (BREK No. 3; Uk. "WU No 20353) 

itty 17.7 mm, WE 19.8 mm ( 副 松 式 標本 No. 4 ; # 宏 所 蔵 No 20354) 

模式 産地 : 父島 中 央 山 周辺 

Po 較 : 木 新竹 は 母島 産 ヒメ カタ マイ マイ M.hahajimana PiLsery, 1902 に 近似 し て いる が , 次 の 点 で 
区 別 出来 る . (1) 高い 円 鑑 形 で ある と と , (D オリ ー ブ 色 で 著しい 光沢 が あり , 細い 螺 脈 を も た な いと と . 
(3) 螺 層 が 一 層 多 く , 63 層 で ある と と , (4) 生 将 器 の 陰茎 端 が 多少 長い と と . 江村 (1943) は ヒメ カタ マイ 
マイ M.hahajimana は 母島 だ け で は な く , 父島 に も 分 布 す る と と を 記述 し て いる が , 父島 産 は 本 新種 を さ 
し て いる と 思わ れる . 分 布 は 狭く , 今 の と と ろ 父 島 の 硝 梁 山地 の 中 央 山 周辺 で 確認 され て いる が , 樹 上 性 で 
あり , 生 上 貝 は 若い ビ ロ ッ ウゥ 樹 の 葉 裏 に 付着 し て いて , 成 只 7 个 休 ， 亚 成 只 3 個体 の み 採取 した. CORREO 
種 名 は 長年 と わた っ て 筆者 の 研究 を 見 守っ て くれ て いる 母 ・ 末 乃 (すえ の ) に 感謝 し , その 記念 と する . 


Mandarina hirasei PiLsBRv, 1902 
アナ カタ マイ マイ 
(Fig. 4; Pl. 4, figs. 1, 2) 


Mandarina hirasei PrLsBRy, 1902, Nautilus 15: 141 (Chichijima) 


R ORE (PL 4, figs. 1, 2) : RISER CHRPUMEIE. xu. 殻 色 は 黄 福 色 か ら 赤 褐色 で , B 帯 は な い . 
膳 孔 は 明瞭 で 殻 径 の 約 す を し め る . 殻 表 に は 細か い 成 長 派 が か み ら れ る が , 極 く 微 組 な 螺 脈 が それ を よぎっ て 
走る . REIHE. 総合 は 明らか で 各局 は ふく れる . 体 層 同 縁 に は か すか な 角 が ある も の の , KATIL 
ん ど 消 えて 円 く な る . WEENIE SC, 外 居 は や や 肖 赤 紫色 を 足し て 反 曲 する が , ix I CER, NE 
孔 城 の 一 部 (に 拡がる . 

生殖 器 (Fig. 4) : MERGE (AD は 両性 輸 管 cd) か ら 分 岐 し て 細長 く の び た 輸 精 管 (de) WBE (ep) ITA 
る 付近 か ら 派 生 し て , 先端 の 方 へ 少し 曲 る . 陰茎 は 一 様 の 太 さ で ある が , 終端 部 近く に 陰茎 牽引 筋 (rm) 
を つけ る . BER (ps) は や や 長い . 陰茎 外形 (os) は 短大 で 太い . TE (vg) は 約 4 一 5 mm は どの 長 さ で 
HS. RIENE (st) は 一 様 の 大 さ で 長く , 先端 に 長 卵 形 の 衰 部 (ts) を つけ る . 

剤 見 個体 の 産地 と 個体 数 : = ili (1977 年 6 月 19 日 , 筆者 採集 , 1 個体 ) 

備考: Prrssry (1902) が 記載 時 に 使用 し た も の は 殻 度 が と れ た 白化 し た 死 疫 根本 で あっ た . そ し て 本 
種 は お そら く 絶 滅 種 で ある と し た . 父島 南 崎 や 近接 の 南島 の 石灰 岩 地 (に は 本 竹 は カタ マイ マイ M. man- 
darina, ヒロ ベ ソ カタ マイ マイ M. luhuana と 共に 拾う と と が 出来 る が 少な い . し か し 1977 年 6 月 の 調査 に 
よっ て , 父 伺 三日月 山 の ビ ロッ 林内 で 生 躍 1 個体 と 新鮮 な 死 殻 を 採取 する と と が 出来 て 現 棲 を 確認 し た 。20 
個体 の 平均 殻 径 21.8 mm, 平均 毅 高 13.2 mm T, XE 23.5 mm, JH 20.4 mm, JA EE 
14.2 mm, I/F 11.0 mm で ある . 父島 南西 部 の 南 崎 , 南島 ( 死 殻 一 絶滅 ) と 北部 域 AB の 狭い 地 
域 に 和 遺存 的 分 布 し て いる と と は 興味 深い . な お , 黒田 (1930) に よる と 猿島 列島 GE, 中 ノ 島 ) か ら も る 記 
録 が ある . 大 東島 の ヘソ アキ アツ マイ マイ “Mandarina” omphalina Hirase (1915) (3330 4» © Mandarina 
に され て いた が , 誠 見 に よっ て (江村 , 1943), Nesiohelix に 所 届 す る と と に な っ た . ヘソ アキ アッ マイ マ 
^ Nesiohelix omphalina C 呈 殻 が 近似 する アナ カタ マイ マイ M. hirasei の 生殖 維 に つい て は , 調査 の 必要 
が 説 か れ て いた (江村 , 1943). 今回 の 知見 に よれ ば , Nesiohelix と の 関連 性 は まっ た く 消 え , Mandarina 
は 小笠 原 特 有 の 陸上 只 と いう と と が 実証 され た . 
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Mandarina exoptata PrrsBRy, 1902 
ヒジ カタ マイ マイ 
(Pl. 3, figs. 1, 2) 


Mandarina exoptata PILSBRY, 1902, Nautilus, 15: 117-118 (Hahajima) 
Mandarina exoptata var. obtusa Pilsbry, 1902, Proc. Acad. Nat. Sci. Phila., 54: 29 (Hahajima) 


A $ (PI. 3, figs. 1,2) : 殻 は 低い 円 雛形 で , 堅固 , BAGEL, 色 帯 は な い . RAIE E LORRI 
を めぐ らし て いる が , 成長 脈 は 時 々 それ ら を 横切っ て 走る . 螺 層 は 5 は 層 . 体 選 は 大 きく , その 周縁 は 著しい 
意 角 を めぐ らし て いる . 膳 孔 も 明らか に 開き , 殻 径 の 約 5# を し め て いる . 殻 口 は 半 円 形 , その 白い 外 居 は 厚 
く な っ て 反 曲 する . 殻 軸 は 白色 で 肥厚 し , 騰 孔 域 の 一 部 に 拡がっ て いる (NSMT-Mo 1287 標本 に よる , 3X 
f£ 21.4 mmx 殻 高 12.7 mm). 

分 Ta: RES (北部 域 ) 

i 考 : 本 種 は 父島 産 ア ナカ タマ イマ イ M. hirasei の 母島 (に お ける 分 化 種 と 考え られ , 低 円 雛形 で , 体 
層 に 強い 竜 角 が 出来 る と と が 特徴 で ある . や や 角 が 弱い 個体 は obtusa と 称す る . 


Mandarina luhuana (Sowersy, 1839) 
ヒロ ベ ソ カタ マイ マイ 
(Pl. 4, figs. 7, 8) 


Helix luhuana SOowERBY, 1839. Zool. Beechey's voyage, 143, pl. 35, fig. 4 (Loo choo) 

Euhadra luhuana: PrLsBRY, 1890, Man. of Conch., (2), 8: 305. 

Nanina ruschenbergeri PiLsBRY, 1890, Proc. Acad. Nat. Sci. Phila., 42: 186, text-figs. 3; Nautilus, 
4: 64—66 (Liu-kiu Is.) 

Mandarina ruschenbergeri: PItspry, 1902, Nautilus 15: 141. 

Mandarina luhuana: fA - WEB, 1975, 学研 中 高生 図鑑 「 肌 」 I 53, 257. 


R $& (PI. 4, figs. 7, 8) : 殻 は 本 属 の 中 で は 著しく 大 形 Cpl. 4, figs. 7, 8—— iE 40.7 x ik 21.9 mm) 
で 平たく , 重厚 , 堅固 で ある . MILIK, BROLE LOS. 螺 層 は OE, 螺 管 は ゆる や か に 殻 口 へ 増 
大 する . 標本 の 大 部 分 は 長い 年 月 の 問 に と 殻 度 や 殻 色 が と れ て 汚 白色 を 星 す る . LAL, 砂 の 中 より 掘り だ し 
た 個体 の 中 か ら 次 の よう な 形式 , すなわち (1) 体 層 周 緑 に 細 赤 礼 色 帯 を 有 し , 譜 帯 が ある 個体 , (2) 体 層 周 
縁 に 広い 色 帯 ( 約 5 mm) と 膳 帯 が ある 個体 , (3) 周縁 上 の 細く て 淡い 色 帯 と 殻 底 の 一 部 を の ぞい て , 体 飛 
の 上 ・ 下 全域 と 腹帯 が 赤褐色 に な る 個体 な どの タイ プ を 見 い 出 す と と が 出来 る . 殻 表 に は 粗雑 な 成長 脈 が 走 
る . 総合 は 明らか で ある . 体 層 周 緑 に は か すか な 角 が 認め られ る が 著しく は な く , 終 層 で は まっ た く 消 滅 し 
て 円 い . 帝 品 は 半 円 形状 で , 外 訂 は 折っ ぱく て 厚く な り , 反則 する. EMER, Anak IDES. 

分 #23005 GAK), 南島 

j& 考 : AMIS F.W. Beecuey 船長 の Blosson な が , SEMC HHE LX é g, 採取 され た も の だ が , SOWERBY 
(1939) が 記 幸 報 侍 し た と き は 設 っ て Loo choo 産 と され た た め , FOR, Reeve, PrEIFFER, MARTENS, 
Kosrrr, Pirspry な ども と の 記 り を その まま 引用 し た . Pirsnsy (1890) は Nanina ruschenbergeri を 記載 
し た が , と れ は 1838 年 7 月 に 米国 海 宣 軍医 Ruscnenpercer が 小笠 原 で 採取 し た も の で ある . し か し , 
PirsBRy の 記載 で は Nanina ruschenbergeri の 産地 は 沖縄 に な っ て いる が , と これ は 誤記 で ある と と を PILSBRY 
(1928) は 指摘 し て , ヒロ ベ ソ カタ マイ マイ M. luhuana の synonym と し た . と の よう に 本 竹 は 古く か ら 
よく 知ら れ た 陸上 内 で ある が , 産地 の 把握 が 不適 確 で あっ た た め に 混乱 が 生じ た . 本 種 は カタ マイ マイ 属 
Mandarina の 最大 種 で , 父 詞 南西 部 の 石灰 岩 地 ( 南 崎 ) と 南 島 に お いて 半 化 右 と し て 砂 上 や 砂 の 中 か ら 採 取 
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する と と が 出来 る が , 現 棲 は し て いな い (pl. 5, fiigs. 1, 2). 


Mandarina pallasiana (PrErFFgR, 1850) 
オオ ヒシ カタ マイ マイ 
(Pl. 4, figs. 9, 10) 


Helix pallasiana PFEIFFER, 1850, Zietschr. f. Malak. 7: 67; TRYON, 1886, Man. of Conch., (2), 2: 131, 
pl. 44, figs. 49, 50. 


FAR (PL 4, figs. 9, 10) : 毅 色 は 大 部 分 失 な われ て いる が , 大 型 低 平 で 重厚 , 堅固 で ある . We FLD 
の # を し め る . 螺 層 は 63 層 で , 螺 管 は ゆる や か に 増大 する . 体 層 に 著しい 竜 角 が あっ て , その すぐ 下部 に 細 
い 赤 褐色 帯 を めぐ らし て いる . 殻 日 は 半 円 形 。 外 唇 の 下部 は や や 太く な っ て 反 曲 する . 帝 軸 は よく 肥厚 し て 
いる (NSMT-Mo 2777). 


分 布 : 父 島 
備 考 : 本 種 も 産地 が 混乱 し た ( 原 記載 で は ? と し て いる ) 種 で ある が , 最初 , 大 西洋 上 の バー ミュ ダ 島 
に , 後日 韓国 に 改め られ た も の の , 最後 は 小笠 原 に 訂正 され た . 筆者 の 2 回 に わた る 調査 で も 木 種 は 再 採 集 


出来 な か っ た が , 国立 科学 博物 館 所 蔵 標本 (NSMT-Mo 2777) 3 個体 の 測定 は , (1) 40.6x 21.7 mm, 
(2) 43.0 x 23.7 mm, (3) 37.5 x19.0 mm で ある . ヒロ ベ ソ カタ マイ マイ M. luhuana と は , 膳 也 が や や 狭 
いと と , 体 層 に 著しい 竜 角 を 有する と と で 区 別 は 容易 で ある . 


考 E 
小笠 原 特産 の カタ マイ マイ 属 Mandarina に つい て , 前 述 の ご ど とく 筆者 は 8 種 を リス ト ア テッ プ し た が , それ 
ら の 系 統 分 化 図 は Table 2 に 示し た よう な 4 群 に 分 ける と と が 出来 る と 考え る . (1) 諸島 全域 に 分 布 し , 地 
上 性 で 膳 九 が な く , HOE, 生殖 器 に 変異 の ある 種 群 (mandarina, ponderosa), (2) 父島 , 母島 に 分 布 し , m 
孔 が 大 きく , 地上 性 か ら 樹 上 性 の ハビ ター ト を も つ 種 群 (hirasei, exoptata). (3) ZE, 母島 の 一 部 か ら 記 
GRAAL, 完全 に 樹 上 性 で 勝也 も 極 く 小 さい 種 群 (hahajimana, suenoae).. (4) 父島 南西 部 と 南島 か ら 半 化石 
と し て 出現 する が , 現在 絶滅 し , AX CLAU RE (gzg, pallasiana). 諸島 に 広く 分 布 す る の は カ 


第 2 表 . カタ マイ マイ 属 の 系 統 分 化 図 . 
Table 2. Suggested Phylogenetic relationship of the Genus Mandarina. 


M. luhuana 
P d NN M. pallasiana 
Camarma ge € M. ponderosa 
Ance M. mandarina 
M. hirasei 
M. exoptata 


M. hahajimana 


M. suenoae 


タマ イマ イ M. mandarina で ある が , 古い 種族 ほど 広い 分 布 域 を も つと いう 生物 地理 学 的 な 考え 方 か ら 見 れ 
ば , カタ マイ マイ 属 Mandarina の 原種 と 考え られ る . カタ マイ マイ M. mandarina は 殻 の 形態 や 生殖 界 系 
に 若 十 の 変異 が ある . そし て 母島 の 石灰 岩 地 周辺 で は ヌ ノ メカ タマ イマ イ M.ponderosa と し て 分 化し て い 
る . また 地上 性 と 樹 上 性 の ハビ ター ト を も つと 考え られ る アナ アキ カタ マイ マイ M. hirasei は 父島 の 狭い 地 
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域 に 隔離 的 分 布 し て いる し , 母島 の 北部 域 で は 体 層 に 角 を も つ ヒ シカ タマ イマ イ M. exoptata に な っ て い 
る . 一 方 , 現 棲 種 で 最も 分 化 が 進ん だ と 考え られ る の は 樹 上 性 の カタ マイ マイ 属 Mandarina CX E, 母島 
で は それ ぞ れ キノ ボリ カタ マイ マイ M. suenoae, ヒメ カタ マイ マイ M. hahajimana と し て 狭い 範囲 か ら 記 
録 さ れ た だ . 父島 南 崎 , 南島 に は カタ マイ マイ 属 Mandarina の 3 種 , すなわち カタ マイ マイ M. mandarina, 
アナ カタ マイ マイ M. hirasei, ヒロ ベ ソ カタ マイ マイ M. luhuana の 半 化 石 が 砂 の 上 に 散乱 し て いる が , 数 
量 的 に は ヒロ ベ ソ カタ マイ マイ M.luhuana が 多く , 前 2 種 に つい て は 極め て 少な い . 特に ヒロ ベ ソ カタ マ 
イマ イ M.luhuana は 過去 の ある 時 期 に 他 の 2 種 よ り も 著しく 繁栄 し て 絶滅 に いた っ た と 想像 され る . 

小笠 原 諸島 は 第 3 紀 の 中 新 世 以後 に 隆起 し て 出来 た 鳥 で ある と いわ れる が , その 生物 相 形 成 に は 諸説 が あ 
Z. 例え ば , Wansunc (1891), 服部 (1908) な ど は 海流 に よっ て 植物 の 分 散 が 考え られ る と し た が , 細川 
(1938) な ど は 海流 に よる も の は 少数 の 植物 洋 で ちあ る と と に よっ て 海流 影響 説 を 批判 し た . し か し , 最近 時 
虫 の 々 タマ ムシ 科 か ら 小 笠原 の 昆 貝 相 の 起源 を 探っ た 黒沢 (1972, 1976) は 大 陸 か ら 隔 離さ れ て で きた 島 で な 
く , 成立 後 一 度 も 大 陸 と 接続 し て いな いと と を 甲虫 相 構 成 か ら 考 察し て , 大 洋 中 応 品 に 成立 し た 後 , 海流 に 
よっ て 他 の 地域 か ら 運 ば れ て きた と 推論 し た . 

筆者 は 小笠 原産 カタ マイ マイ 局 Mandarina は その 人 生殖器 構 造 等 か ら 中 国 南 部 を 中 心 に 大 陸 に 広く 分 布 す 
る ナン バン マイ マイ 科 Camaenidae, Camaena 系 に 関係 する と 考え て いる . そし て , 台湾 一 琉球 一 日 本 に 分 
布 す る ニッ ポン マイ マイ 属 Satsuma と は 生殖 器 系 陰茎 付属 肢 を 欠く の で 類縁 は 薄い 、Cgzgezg 由 生殖 器 
は PrssRy (1894) に よる C. xanthoderma MULL, ?& - EJ (1978) の C. cicatricosa MULL な ど が 報告 
され て いる が , 陰 基 靖 と 陰茎 の 境 付近 の 内 部 に 乳頭 状 構造 を も つと と , カタ マイ マイ 属 Mandarina の よう 
に 陰茎 外敵 を つけ な いな ど が 主 な 特徴 で ある . 過去 に 小笠 原 を 含ん だ 相当 広く て 古い 陸 塊 が 成立 し た 後 , ア 
ジア 大 陸 か ら 憶 く 隔 た ら な いで , 分 散 , 移動 し て きた Camaea の 祖先 型 が 住み つき , TOR, 父島 , 母島 
な どの 分 離 成 立 や 海陸 変遷 な ど を 経た 後 , 各 島 問 や 局 地 的 に カタ マイ マイ 属 Mandarina の 二 次 的 な 種 分 化 
が お と っ た と 考え る と と が 出 米 る . 


Summary 


The Ogasawara Islands are situated in the Pacific Ocean about 1000 km south of Tokyo. 
Surveys of the land snails fauna of the Ogasawara Islands were made in July—August 
1973 and June 1977 by auther. 

In the present paper, the authre listed eight species of Mandarina from the Ogasawara 
Islands, and taxonomically revised, including the description of a new species. The genus 
Mandarina were endemic and may be viewed the origin of Southern China. They can be 
distinguished by the following key. 


1. -Shell imperforate て Us 2 
Shell umbilicate . 291 o e OON E EE D E A EEE E Mau EE E e 3 
2. Body whorl rounded at the periphery and without spiral sculpture; Mukojima, 
Chichijima and Hahajima Islands......................... eese M. mandarina (SOWERBY) 
Body whorl angular at the periphery and shell surface coarsely decussate; Hahajima. 
TAE EUNDI E Nor CE EM M. ponderosa PiLsBRY 
3v Umbilicus narrower 22e eee SE Euro i aR es Gna de Tp E UD Ede 4 
Umbilicusswidet の SA の 5 
4. Shaell low conical, lusterless, with fine spiral sculpture and color bands. Arboreal: 
Hahajitnad. oe ances Veetuxts bre Du ls M. hahajimana PILSBRY 
Shell conical, glossy, olive in color without fine spiral sculpture and color bands. 
Arboreal; Chichijiina.. soseri We te NR ER i M. suenoae n. sp. 
5. Shell smaller, less than 25 mm. in diameter and without color bands ................... 6 


Shell larger, more than 35 mm. in diameter 
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6. Shell periphery round; Chichijima. ーーー トー M. hirasei PILSBRY 
Shell periphery carinate; Hahajima.. cene M. exoptata PILSBRY 


7. Shell periphery round; Chichijima and Minamiima (Subfossil). 
P M C TR M. luhuana (SowERBY) 


Shell periphery sharply carinate; Chichijima (Subfossil)....... M. pallasiana (PFEIFFER) 


Description of new taxa 


Mandarina suenoae n. sp. 
(Fig. 3; Pl. 4, fiigs. 5, 6) 


Shell rather small for the genus, reaching about 21 mm. in greater diameter, solid, 
conical spire and perforate at the base. Surface smooth and very glossy. Most speci- 
mens nearly olive in color without color bands. Whorls 64 in number and gradually 
increase the diameter to the aperture and scarcely angulated at the periphery. Protoconch 
about 1$ whorls and smooth. Aperture oval in shape. Outer lip white, thickened and 
reflected. Columella short and somewhat broadened. Umbilicus very small, but deep 
and rather covered by the columellar reflection. Genital system of this new species is 
characterized by longer penis sheath than M. hahajimana Pitsspry, 1902 from Hahajima 
Island. 

Measurements: Height 16.4 mm, breadth 19.1 mm (Holotype preserved in the Na- 
tional Science Museum, Tokyo, NSM'T-Mo 56630); Height 15.4 mm, breadth 18.0 mm 
(Paratype No. 1 preserved in the National Science Museum, Tokyo, NSMT-Mo 54967); 
Height 18.2 mm, breadth 21.0 mm (Paratype No. 2 preserved in the Minato Collection 
No. 20352); Height 16.3 mm, breadth 20.0 mm (Paratype No. 3 preserved in the Minato 
Collection No. 20353); Height 17.7 mm, breadth 19.8 mm (Paratype No. 4 preserved in 
the Minato Collection No. 20354) 

Type Locality: Mt. Chu6zan, Chichijima, Ogasawara. 

Remarks: In general appearance, this new species closely allied to M. hahajimana 
PirsBRy, 1902 from Hahajima, differs by the following characters: (1) higher conical spire, 
(2) olive in color, very glossy, without idented spiral lines, (3) whorls being 61; and (4) 
longer penis of genital system. Arboreal. 
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Explanation of Plates 


図版 3 Plate 3 


1,2: Mandarina exoptata Pitspry,1902 ヒシ カタ マイ マイ 
(h 12.7 x b 21.4 mm) Hahajima, NSMT-Mo 1287. 
3-7: M. mandarina (SOwWERBY, 1839) カタ マイ マイ 
3, (h 21.2 x b. 21.3 mm) Imotojima (conus PiLsBRY), NSMT-Mo 1282; 
4, (h 19.2x b 26.7 mm) Mt. Yoake, Chichijima; 5, (h 22.0x b 26.4 
mm) Nakoodojima (trifasciata Pitspry, 1903); 6,7, (h 20.3 Xb 25.6 
mm) Minamizaki, Chichijima. 
8,9: M. ponderosa PILSBRY, 1901 ヌ ノ メカ タマ イマ イ 
(h 19.0 x b 26.7 mm) Hahajima, NSMT-Mo 2776. 


図版 4 Plate 4 


1,2: M. hirasei PrLsBRy,1902 アナ カタ マイ マイ 
(h 13.2 xb 21.7 mm) Mt. Mikazuki, Chichijima. 
3,4: M. hahajimana Pitspry, 1902 ヒメ カタ マイ マイ 
(h 12.9 x b 19.0 mm) Mt. Sakaigadake, Hahajima. 
6: M.suenoaen.sp. キノ ボリ カタ マイ マイ 
(h 16.4xb19.1 mm) Mt. Chuozan, Chichijima, Holotype, NSMT- 
Mo 56630 
7,8: M.luhuana (SowzRBY, 1839) ヒロ ベ ソ カタ マイ マイ 
(h 21.9 x b 40.7 mm) Minamizaki, Chichijima. 
9,10: M. pallasiana (PFEIFFER, 1850) オオ ヒシ カタ マイ マイ 
(h 21.1 x b 40.6 mm) Chichijima. NSMT-Mo 2777 


5 


, 


図版 5 Plate 5 


1,2: Mandarina luhuana (SOWERBY, 1839) on the sand (Fig. 2) and buried 
under sand (Fig. 1) in Minamijima. 砂丘 上 に 散乱 し , さら に 砂 に 
埋没 する ヒロ ペソ カタ マイ マイ (南島 ) 
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